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日
本
経
済
を
分
析
す
?>
'

|
呔

:'
;

=
1
.
本

0;
経
済
学
. 

:
考
の
任
瓤
で
お
る
が
、：：：お
が
§
ぜ
は
^
経
济
学
者

 ̂
「

マ
ル
経」

.「

近
経」

と
呼
ば
れ
る
ニ
派
が
あ
っ
て
、
 

こ
れ
^
で
；学
間
の
'.
:
:

「

で
ー
愈
構
造
1-
;

::
^

.^
^-
;

,

^̂:
^
 

れ
て
き
た
。
し
か
し
現
突
の
卩
本
経
済
に
立
ち
む
か
. 

ぅ

と

ぎ

：
、そ
の
根
乾
に
横
た
わ
：る
迤
礎
搆
酱
に
課
題
へ 

を
も
と
：め
^

ぱ
、：：両
派
ば
ぉ
か
ず
と
共
孤
の
場
を
.も 

つ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
*

• .

日

本

経

济

の

現

狀

ど

課

歡

し

グ

叭

丨

ズ

の

第

必

氣
：
. 

と

し

て

刊

行

さ

れ

た

本

書

比

-「

日

本

経

济

の

菡

霧
 

造」

：
を

-

ー

茁

構

造

」

の

僵
> '

し

て
>-
^

ぇ

だ

ひ
 

と
^

の

啓

蒙

書

で

知

る
.'
0

:
「

一1
汛
構
造」

.

.と
：い
3
言
集
は
、：
近
代
的
企
業
と
前 

.

近
代
的
企
業
;'
す
な
わ
ち
大
企
業
之
中
小
企
業
と
く 

.
に
家
族
経
営
に
；よ
る
常
細
企
紫
上
農
業
の
共
存
と
.い
.

ぅ
意
.味
で
人
目
を
ひ
く
用
語
で
あ
る
が
、
企
業
規
模 

に
'分
類
し
■た
貨
金
格
差
と
耕
地
而
秸
で
分
類
し
た
農 

:'
::
.業
部
門
办
所
得
格
差
：と
奪
緣
し
ズ
双
方
釔
直
線
で
。
. 

つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
大
川
教 

授

の

「

傾
斜
楷
造」

，と
呼
ぶ
の
が
正
_

な
表
现
で
あ 

ろ 

5
。：；

鑛

b
:
、
> 

1:‘一:

重
構
造
1-
'
;な
ぃ
1
肋
y

o'
M 

.
さ
に
欠
点
を
残
す
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
水
と
汕
の 

:関
係
に
較
が
_

#
^:
'
だ

'■龙
経」

-1
マ
ル
：経」

両
犖者

：： 

に
よ
っ
て
共
通
の
場
を
も
っ
た
こ
と
は
崧
ば
し
い
。

. 

シ
へ
本
書
ほ
一
ニ
瓿
客
成
り
，
第
一
.
;
|§:は
川
.ロ
弘
氏
^'
' 

よ
っ
て
、「

近
経」

を
ボ
ま
す
る
篠
原
理
論(

條
原
三 

へ
代
平
ハ『

日
本
経
済
の
：成
長
上
循
環』

4
歡
楽
構
造』

お' 

"よ
び
：そ
か
他
か
近
業
- ^
と
ー
ぅ
マ
^
経
し
ソ
を
代
表
し
孓
 ̂

へ：丧
洲
M:論

：：(
長
洲
..

U
T
'
『

日
本
経
洗
-
門̂』

)

1'
-;-.
の
解
^
 

「

と
問
題
占
^

指
摘
し
、
第
.

一

ー

部

で

篠

源.:
-
.
長

洲

両

氏
 

が
川
ロ
論
文
の
問
題
に
答
ぇ
、
，第
三
：部

で

は

5

ま
：
 

構
造
の
展
望
と
反
省」
：を
>.
宮
沢
輯
.

「

氏

が
.-
»
近

猶
;.
'
- 

.
の
立
場
如
ら
、
'
伊
東
光
晴
氏
が
，
：

「

了
ル
.経
.

」

ン
の
立
塲
：
‘ 

か
ら
:'
:
'そ
れ
ぞ
れ
に
.新
た
介
展
開
を
試
み
，;
'
'今
日
ま
. 

:
:マ
の
：
.' ^
1:
:

構
遛」

ク
問
題
を
.
理
し
て
ハ
：令
後
め
方
/ 

V

向
に
示
唆
を
あ
た
え
：て
い
る
。
：..、
：
 

：

. 

.
工
業
競
争
に
立
ち
本
く
れ
て
参
加
し
”：

一
九
他
紀
ン

末
：：

に
西
欧
技
術
め
模
倣
か
；ら
開
始
し
た
日
本
のH

業 

.化
ft
':
'
,い
.ま
や
全
肥
0

^
視
0
な
か
.に
高
度
成
長
を 

着
々
と
続
げ
て
い
る
ヲ
.日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
：謎 

は

「

ニ
蜇
構
造」

の
な
か
に
解
く
鍵
が
あ
り
、
'さ
ら
‘ 

に
エ
業
化
：が

.'
'「

-1
重
構
造」

.

(

を
% :
た
ら
し
.た
社
会
的 

基
盤
ト
そ
の
過
程
は
;;
'
令
0 ;
:

.©
:
後

進

経

於

於

や

が

て

ー 

自
律
的
発
展
に
む
か
う
た
め
の
第
，

1

目
標
に
お
く
べ 

き
茈
礎
を
あ
た
え
る
は
ず
で
あ
る
。.
こ
う
し
た
意
味 

H
^

、

本
書
が
経
済
学
を
：学
ぶ
学
生
匕
と
.っ
.て
、「

日 

本
経
済
の
^
礎

構

造
,1
-

を
学
問
的
：に
知
る
う
え
に
好 

姻
の
著
書
：に
：値
す
各
し
、
' 併
せ
て
、''本
書
に
と
り
あ 

げ
ら
れ
た
原
著
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
し
た 

V'
。(
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本
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;

ジ
4

ゾ
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ス
ト
^

イ
チ
I

著

関
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'

.

.
嘉
.

：
.
'
.
.彦
パ
他
：
訳

.
：

.

『

帝

国

主

義

の

終

末

1

-::
:
:
:

. 

.

本
書
は
.
、
ィ
ギ
y

x

労
働
党
有
数
の
理
論
家
と
い 

わ
れ

、：：：：

且
つ
最
近
で
は
へ

『

現
代
の
資
本
主
義

』

と
い

ラ
m

泰

国

I

広
く 

t

れ
て
：い
る
へ 

ス
ト
レ
ィ
チ
ー
の「

帝
国
の
終
焉
(_
:(

げ

6 E
n
d

 

of 

. 

E
m
p
i
r
e
,

 

1
9
5
9
)
，

を
翻
訳
し
.た
も
の
で
あ
る
。「

訳
者 

あ
と
が
き」

.：.：に
よ
れ
ば
題
名
は
正
：確
に
：は
'/
'
'

『

帝
国
の
：
 

終
末』

で
あ
る
.が
、
-.
内
.容
ー
を
と
:0
て

.

『

帝
国
主
蓉
の
. 

終
末』

ム
し
て
あ
る
ノ
づ
方
め
よ
ぅ
な
内
容
か
ら
成
：
/
. 

っ
て
い
る
ゾ
存
文
、':
;:
:第

.一,
:部

'
,
_帝
国
、;.
第
ー
：章

.ハ
帝
.. 

国
は
い
か
に
し
て
建
設
さ
れ
る
か
、.
第一:

一
章
.
"硬

貨

. 

で
こ
ん
&
に
赏
金
を
ー
.：
"
、
,
第
三
章
ィ
ン
ヾ
ド
；に 

起

.っ'

.た
こ
と
、
ン
第
钿
章
ィ
ギ
ー
サ
ス
本
国
に
起
ネ
た 

こ
と
*
.第
五
章
新
し
い

.帝
国
主
義
、
：第
六
韋
，
■ホ 

ブ
：ソ
.ゾ=

レー
-1

ン
の
説
明
：、.
'第
七
章
；.
ホ
ブ
ソ
ゾ=

レ
ー
ニ
ン
の
説
明
に
対
す
名
考
察
、
第
：八
章 

' 弱
,

り
ゆ
く
支
配
力
、，
第
二
部
.
.'

帝
国
•に
代
：わ
る
も
の
、
V 

第
九
章
'
帝
国
の
.獬
体
、.
第

一

.o
-m

や
は
り
引
き
合
ぅ
か
.'
■
㈠
交
易
条
件
、
'第
：

I
-

章
ン

.

.

.

-

. 

. 

'

.

.

 

....

帝
国
主
義
は
や
は
り
引
き
合
ぅ
か
㈡
石
汕
帝
国
;'
,
:,:
' 

第 

一
1
5:
,:
帝
国
主
義
.は
令
は
り
引
き
合
,5
か
ゾ
^
 

興
約
'
'第
一
一
一
一
章
:
非
植
民
^
国
、
飨 

一
ra
t章
；；
九 

死
に
：一：生
，
第
一
.五
章
人
帝
谓
な
き
ィ
ギ
リ
ス
、
.第 

一

六

章

.パ
ン
の
み
に
よ
っ
て
か
、.
第
一
-七

章

不 

ギ
U
ス
.籠

、
：、

：

第|

八
章
:'
'
.イ
ギ
I/
::

ス
迪
邦
一
の
拯
済
：

的

栽

礎

，は

、
：

'
'第
ー
.
1九
章
，
古
い
帝
_
に
代
わ
る
新
し 

い
帝
国
.:,
::
'
0ァ
メ
.リ
ヵ
帝
国
，
第
1ニ
.
6章

:'
'
'古
：い
帝 

国
に
代
わ
る
新
し
：い
舻
国
> .

S
:

ロ
'
.シ
ァ
帝
国
"
散
一1 

一；章

：
わ
が
兄
弟
の
守
護
者
か
|-
'
第
.ー
こ
部
;:
帝
国
主 

義
理
論
0 -
だ
妗
に
广
以
上
分
ょ
5:
に
三
部
第
1±,
ト
章 

か
ら
成
っ
.て
い
る
。，
 

;率
直
に
書
っ
ゼ
'
.

」

本

書

に

タ

い

：
ズ
_の
.感
想
は
> 

ィ 

ギ
リ
ス
帝
国
主
，蕭
に
：つ
.い
'て
.の
.
1
"収
支
決
算
書
"
：と
：
 

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
.ろ
う
か
。
あ
る 

い
，は
皮
肉
な
表
現
を
：許
さ
れ
る「

な
ら
ば
:>
,
ィ

ギ

次

ス
 

帝
国
主
義
の
瘅
大
众
弁
阶
書
と
い
；う
こ
：と
^
:で
き
る
- 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。そ
の
い
ず
れ
で
あ
.る
に
せ
ょ
、
 

..ィ

.•キ
リ
..ス

は

:%
は
:^
:帝
国
主
義
国
で
は
'な
く
、
':
;
.ソ
■ヴ 

.
エ
ー

ト

と7
メ
リ
力
力
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
る
と
C 

う
よ
.5
な
：書
き
方
^
は
、.
少

'<
と

，
も

；；
賛
成
ノ
で
、
身

：
な 

や

。
：
：
.な

ぜ

か

ら

著

者

は

：
、

■
ィ

ギ

リ

ス

帝

i

主
義
が
.か 

つ
て
世
界
の
各
地
で
行
っ
た
蛮
行
、
異
段
族
に
た
い 

す
る
征
服
行
為
な
ど
に
つ
い
て
、
と
も
す
れ
ば
こ
れ 

を

"
わ
が
机
父
の
偉
業
"
と
い
う
ょ
う
な
印
象
を
与 

え
る
ょ
う
な
描
き
方——

た
と
え
ば
ィ
ゾ
イ
征
服
の 

:

場
合
^
み
^'
;
れ
る
^
-ぞ
リ
ス
の
：侵
略
政
策
の
：擁
護
の 

た
め
に
、
イ
ン
ド
支
配
階
級
.の
無
能
、
趙
落
の
ゲ
^-
-

問
題
と
す
る
よ
う
に_
—

が
た「

え
す
..注
目
を
ひ
く
。
 

ィ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
果
し
た
世
界
史
に
お
け
る
樹 

極
的
.役
割
を
.正
し
.く
評
価
す
る
'こ
'とは̂
一たとえ 

は
.■マ
1ル
ク
-ス
.に
み
.ら
れ
る
-よ
う
に
一
—

要
で
.あ
る
.

が
：、

(

現

代

に

お

け

る

.^
国

主

義

研

究

は
:'「
.帝

国

主

義
 

の
終
末」

と
い
う
視
点
に
お
：い
て
と

ら

え

る
の
で
は 

''
■
:

な
く
、
:.
''
帝
国
主
義
の
再
編
成
I

但
し
英
国
を
も
含

め
.て
-
-
と
.+.
V'
う
.視
角
か
ら
問
題
.に
.さ
れ
ね
ば
.な
ら

な
い
。(

柬
洋
経
済
新
報
社
.
B

6:.
.
'四

七

四

頁

•
，
六 

.
八
〇
円)

，

-:

:

:
:-
'.
I
 
飯

田

'

鼎
：I

*
.
.
.
.
.
本
.
' 

*■.

;
.飯
田
経
夫
著
，
.
，
..，
：
■

.

:『

経

済

成

長

と

ニ

.重

構

造

，

J

.
} ,■-■
;
.■■
パ
 

“
，
.
.■
■;
■

.

. 

.

.

-------. 

.

.

.

■
/
■■
■

.
:
-

少
壮
：の
：研
究
家
、
飯
田
氏
は
、
最
近
の
経
済
学
が 

■
計
量
时
実
証
研
究
と
瑄
論
研
究
ど
に「

両
極
分
解」 

し
'「

視
野
が
狭
小」

と
な
っ
た
こ
.と
を
凝
え
、
全
体 

.と
し
ズ
の
経
済
の
動
き
を
洞
察
す
る
よ
う
な
^
ヴ
ィ
，
 

ジ
.ョ
ン
.

j

に
賞
か
れ
た
研
究
を
ま
ざ
.し
た
;.
9
そ
し
て 

氏
は
、

こ
の
よ
う
な
方
法
が
き
わ
め
'て
；「

大
胆j

で 

あ
り
欠
陥
が
：知
ゥ
読
者
：の
強
い
ヾ「

反
発」

■を
招
く
こ
：



L
1IiI

と
を
十
分
心
得
て
い
る
.。「

一
つ
の
仮
説
に
す
ぎ
な 

.

〔

ぃ

氏
©.

ヴ
^:
:

ジ
.

:3

_

の
面
白
さ
^

私

は

；
心

が

ら

敬

ぺ 

服
し
な
が
ら
^

、
若
干
の
疑
問
を
感
ず
る
。

筇
一
点
。
新
し
い
イ
ン
フ
レ
す
な
わ
ち
コ
ス
ト
イ 

'

ン
フレ

：：

^

:

い
紅
九
る
:0
,
:は

.'
実

ぱ

旧

来-:©
;

需

要

イ

；
ン
：

.. 

:7
,

レ

と

沐

質

的

な

差

興

は

な

.；い

'

賃

喩

が

出

昇

オ

；れ

\ 

ば
需
頭
：の
增
如
と
な
久
：
' 

需
寒
イ
.
ン
：.フ
；レ
.
ゼ
な
：る
。
一
 

そ
れ
故
イ
ン
フ
レ
の
あ
る
と
こ
.ろ
す
ベ
て
過
剰
儒
要 

で
あ
：り
過
剰
供
給
で
は
'

な
い
。
日
本
も
イ
ン
フ
レ
が 

あ
る
か
ら
過
剰
供
始
=

過
少
需
要
と
い
-'
5

通
説
は
誤
ノ 

ま
o

て
い
る
1

;

氏
は
主
張
ず
る
。
：成
程
短
溯
的
祀
は
へ 

そ

う

だ

：ブ

し

か

し

操

業

度

が

低

下

し

.

、
：
：
.
ォ

l

:-
K
 

ッ
ド
コ：

ス
ト
が
坩
大
し
、
.

失
業
率
も
低
く
な
ら
.

な
い
-. 

の
に
、
な
お
上
界
す
る
物
価
を
、：：ど
う
し
：て
需
要
イ 

ン
フ
レ
ど
よ
ベ
：る
だ
ろ
う
か
*

-.
:
'
氏
：に
は
.

コ
，
ス

ト

イ

ン 

フ
レ
.

の

意

：敦

が
11

解
さ
.

れ
て
い
な
；^

よ
う
で
あ
る
。へ
 

,

.

第
二
点
。
氏
‘は
パ
ニ
遺
構
造
矢
完
全
競
争
価
格 

メ
力
：
-一
ズ
ム
が
'|
1

-

徹
さ
れ
た
と
き
に
成
立
す
る
資
本 

配
分
の
一
形
式
に
す
ぎ
ず
、..決
し
て
不
完
全
競
净
を 

も
た
ら
し
た
制
度

(

終
身
雇
用
制
や
年
功
序
列
賃
金
：
 

.

な
ど)

の
故
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ 

の
ど
お
り
で
あ
る
。
'
制
度
は
む
し
ろ
必
要
に
な
っ
た

か
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